






































このテーマについてはしばしば討論された。（Engel ct al 1986）この特性は三つのグルー
プに分けられる。












オーストラリア 2 ドイツ 3 香港 4 インド 5 インドネシア 6 韓国




























めに使われた。 PART B,PART C,PART Dはパソコン、車、レストランについてオピニオン・
リ ダ をそれぞれ見極めた。この三つを使った理由は、すべて技術水準が高いか、社会
的に目に見えるなので、大掌生がとても熱中し、買う、もしくは利用する可能性があると
思ったからである。 liarsha I l と Gitosudar田o が発達させたライケルト裂の目盛りを、日本
で使っうために翻訳して使用した。 Part Eはオピニオン・リーダーの性格の基本的な特性
を見傾めるために使った。いくつかの特性が逆になっている Sc皿antic Differentiation s 







アンケ トの回収率は、 95% であった。 95人の解答者のうち、 60% が男性、 40% が女性
である。年悌の分布は以下のとおりである。
15歳－ 19歳 2. I % 
20歳 24 歳 87. 4% 
25歳 29歳 5. 3 % 
30歳以上 5. 3 % 
この分布の偏りは日本の大常生の年悌分布を反映するので問題にはならない。オピニオ
ン・リーダーとして見概められた比率は以下のとおりである。
ノf ソコン 26. 3% 
車 32. 6% 



















れた。結果は、プラス・マイナス 2. 5% の誤差で有効である。オピニオン・リーダーの方
が経験も関心もあり、関係のある雑誌などを読んでいる。この途いをグラフで示す。
オピニオン・リーダ (OL）とオピニオン・フォロアー（OF）の平均の違い







































































いいえ • P ART B ヘ




1 ：私は人とパソコンについて l 2 3 
話すのが好きですロ
2 ：私は他の人にパソコンの知 l 2 3 
識を訴してあげます。
九：哲・通、私が交際している人

































;:) 6 7 
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1 1 ：社交的。 1 2 3 4 5 6 7 恥ずかしがり屋。
l 2 ：療に詳しい。 1 2 3 4 5 6 7 尊1 に詳しくない。
1 3 ：速い変化に順応 1 2 3 4 5 6 7 速い変化を受けい
しない。 れる。
1 4 ：コンビューター 1 2 3 4 ;:) 戸 6 7 コンビューター雑
雑誌や広告を 雑誌や広告を読
読まない。 む。
15 ：話し上手。 1 2 3 4 5 6 7 話し下手。
1 6 ：コンピューター l 2 3 4 5 6 7 コンビューターに
に関心がある。 関心がない。
1 7 ：貧乏。 1 2 3 4 5 6 7 金持ち。
1 8 ：自動車錐誌や広 1 2 3 4 υ h 6 7 自動車雑誌や広告
告を読まない。 を読む。





非常に影響力がある。 1 2 3 4 5 6 7 全く影響カがない。
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